







Impaired metabolism of kynurenine and metabolites in CSF of Parkinson’s disease 
(Parkinson病における髄液中キヌレニンおよび代謝産物の障害) 
(岩岡和博, 大塚千久美, 加藤可奈子, 山原可奈子, 高橋健太, 前田哲也, 寺山靖夫) 


















 岩手医科大学神経内科・老年科学講座で経験した 20 症例の PD 患者と対照群(当科を受
診患者で神経学的診察および画像所見で器質的な中枢神経疾患を否定できた者)13 例に対
し, 腰椎穿刺にて髄液を採取した. 採取した髄液は直ちに遠心分離を施行(4℃, 10 分, 
3,000rp)し-80℃で凍結保存した. 炎症性サイトカインとして IL-1β, IL-6, IFN-γ, 
TNF-αを測定した. 測定には Enzyme-Linked ImmunoSorbent Assayを用いた. キヌレニン
代謝産物としてトリプトファン, キヌレニン, 3-ヒドロキシキヌレニン, キノリン酸, キ
ヌレン酸を測定した. 測定には高速液体クラマトグラフィーを用い電気化学検出器を用
いた. 
上記得られた数値を元に, 両群間で Mann-Whitney検定 U-test, Spearman順位相関係数









β: p <0.05， TNF-α: p <0.05）. 
2. PD 群では疾患対照群と比較し，髄液中キヌレニンおよび 3-ヒドロキシキヌレニン濃
度の有意な増加を認めた（p <0.05）. 
3. PD 群において，髄液中 TNF-α濃度と 3-ヒドロキシキヌレニン濃度の間に有意な相関





Ⅳ．結  語 
 今回の結果では PD 群で TNF-αと IFN-γの増加を認め, 過去の報告に類似し PD とサイ
トカインに伴う炎症を裏付ける結果であった. また今回の結果では PD 群で 3-ヒドロキシ
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謝産物ではキヌレニンと 3-ヒドロキシキヌレニン (3-HK)が，炎症性サイトカインでは TNF-α
と IL-1βが PD患者髄液中で増加していることを見出した．さらに，代謝産物と炎症性サイトカ
















1）Successfully treated HHV-6 encephalitis in a patient without immunocompromised 
conditions(治療が奏効した非免疫不全 HHV-6脳炎の一例)(岩岡和博, 他 4名と共著)  
岩手医学雑誌（2019）掲載予定 
2）舌下神経麻痺を呈した侵襲性アスペルギルス症の 1例(加藤正義, 他 4名と共著)  
神経治療学，36巻, 2号（2019）掲載予定 
 
